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在宅看護論

在宅看護論は、在宅で生活する疾病や障害をもつ人々、

生活自立が困難で支援を必要とする人々と、その家族に対

して看護を展開するために必要な基礎的知識を問う組み立

てとなっている。対象者の健康問題やそれに伴う生活障害

を個々の生活信条および生活様式を含めてアセスメント

し、生活の質の維持・向上をめざして看護を展開するため

の基礎的な知識を問う構成とした。

在宅看護論では、全体の内容を2つに区分し目標を立て

た。

目標1は、在宅看護の特徴と在宅療養者および家族につ

いての理解を問う、とした。在宅看護の特徴と地域で生活

している在宅看護の対象者を理解するために、大項目とし

て、「在宅看護の対象者とその生活」、「看護の継続性」、

「在宅看護の特徴」の3項目を立てた。「在宅看護の対象者

とその生活」では、在宅看護の対象者はどのような人々

か、また対象者が個々の価値観をもち個々の生活様式を築

いていることを尊重して看護を展開することの重要性につ

いての理解を問うている。そして「看護の継続性」では、

生活や医療の一貫性を保障するために必要な施設と在宅を

結ぶ看護、および施設看護と在宅看護の機能の相違と特徴

の理解をあげた。「在宅看護の特徴」としては、在宅看護

の重要な視点である生活の自立支援、病状・病態の予測と

予防、生活のなかでおこる問題の予測と予防、家族介護者

の理解と健康支援、チームケアの重要性、ケアマネジメン

トの重要性と看護の役割を取り上げた。

目標2は、在宅における看護実践についての理解を問

う、とした。目標1の在宅看護の特徴と在宅療養者および

家族についての理解のうえに、在宅でどのように看護を展

開するかの知識を問うた。大項目として、「在宅における

生活支援の方法と技術」、「在宅で医療的管理を必要とする

人と看護」、「在宅療養者の状態別看護」の3項目をあげ

た。「在宅における生活支援の方法と技術」では、食、排

泄、清潔、移動の支援のためのアセスメントと支援方法の

基礎知識を列挙した。「在宅で医療的管理を必要とする人

と看護」では、医療処置の必要な対象者に対して、在宅で

行われる診療の補助についての知識を取り上げた。「在宅

療養者の状態別看護」では、在宅療養者を寝たきり者、痴

呆性高齢者、難病による療養者、ターミナル期の療養者、

生活自立困難者に分け、状態別看護について看護過程を意

図して必要な知識をあげた。

在宅看護論では、看護を必要とする人々の生活を基盤と

して展開されるものであるが、他の領域と重複する知識が

多い。そのため、在宅看護論に特有な知識を大項目として

あげ、その知識を区分して中項目とした。小項目では、在

宅看護に必要な基礎知識の大綱を位置づけた。なお、保健

医療福祉制度など重複するものは他の領域に譲った。

目標 ．在宅看護の特徴と在宅療養者および家族についての理解を問う。

大項目 中項目 小項目 系統看護学講座の該当箇所

在宅看護の対

象者とその生

活

A 在宅看護の対象者 a 疾病をもつ人と家族 ：第 章「健康上のニーズをもつ生活者と

家族」(p.～ )

：第 章「在宅看護の対象」(p. ～ )

b 障害をもつ人と家族 ：第 章「健康上のニーズをもつ生活者と

家族」(p.～ )

c 生活自立が困難な人と家族 ：第 章「在宅看護の対象」(p. ～ )

B 対象者の生活 a 生活様式と価値観 ：第 章A「在宅看護の対象となる個人」

(p. ～ )

看護の継続性 A 施設と在宅を結ぶ看護 a 退院計画 ：第 章B「在宅ケア提供施設とその活動」

(p. ～ )

b 退院指導 ：第 章C「在宅ケア体制と看護活動」(p.
～ )

c 継続看護を担う部署と職種 ：第 章B-「継続看護」(p. ～ )、第

章C「在宅ケア体制と看護活動」(p. ～ )

d 施設と地域の連携システム ：第 章「社会福祉と医療・看護― 連携をめ

ぐる課題(p. ～ )

：第 章E「在宅ケア」(p. ～ )

：第 章A「地域保健医療福祉活動と在宅ケ

ア」(p. ～ )

B 施設内看護と在宅看護

の機能の相違と特徴

a 場の違いによる看護機能の特徴 ：第 章「健康生活と看護」(p. ～ )

：第 章C「在宅ケア体制と看護活動」(p.
～ )
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大項目 中項目 小項目 系統看護学講座の該当箇所

b 生活の場の選択条件 ：第 章B-「継続看護」(p. ～ )

在宅看護の特

徴

A 生活の自立支援 a 役割の確立 ：第 章A「在宅看護の技術とは」(p. ～

)

b 自己決定 ：第 章 F- 「倫 理

的判断の基盤となるもの」(p. ～ )

：第 章C-「人権の保障と権利」(p. ～

)

c セルフケア ：第 章B「在宅での療養生活の維持」(p.
～ )

：第 章 「慢性病

をもつ人の看護の基本的要素」(p. ～ )

：第 章「セルフヘルプとソーシャルサ

ポート」(p. ～ )

d 自立支援 ：第 章B「在宅での療養生活の維持」(p.
～ )

e 物品の利用とくふう ：第 章B「在宅での療養生活の維持」(p.
～ )

f 権利擁護 アドボカシー> ：第 章F-「アドボカシー」(p. ～ )

：第 章C「在宅療養者の権利保障」(p.
～ )

B 病状・病態の変化の予

測と予防

a 病状経過の予測 ：第 章F「緊急時のケア」(p. ～ )、

第 章A「対象となるおもな疾患と看護」(p. ～

)

b 感染防止(結核、MRSA感染

症、疥癬、HIV感染症／AIDS)

：第 章D-「在宅における感染防止技術」

(p. ～ )

C 生活のなかでおこる問

題の予測と予防

a 転倒の防止 ：第 章A「対象となるおもな疾患と看護」

(p. ～ )、第 章「緊急時のケア」(p. ～ )

b 窒息の防止 ：第 章A「対象となるおもな疾患と看護」

(p. ～ )、第 章「緊急時のケア」(p. ～ )

c 熱傷の防止 ：第 章A「対象となるおもな疾患と看護」

(p. ～ )、第 章「緊急時のケア」(p. ～ )

d 閉じこもりの防止 ：第 章A「対象となるおもな疾患と看護」

(p. ～ )、第 章「緊急時のケア」(p. ～ )

e 虐待の防止 ：第 章「児童虐待と精神保健福祉」(p.
～ )

f 災害時の被災予防 ：第 章「災害における精神保健福祉援

助」(p. ～ )

g 介護力不足の予測 ：第 章B--「介護の人的資源」(p. ～

)

D 家族介護者の理解と健

康支援

a 家族介護者のアセスメント ：第 章B「ケアの単位としての家族」(p.
～ )

：第 章「患者家族と在宅ケア」

(p. ～ )

b 家族関係の調整 ：第 章「患者家族と在宅ケア」

(p. ～ )

c 介護方法の指導 ：第 章B-「在宅療養者の家族への援助」

(p. )

d 家族介護者の健康 ：第 章B-「在宅療養者の家族への援助」

(p. )

：第 章D「患者家族への看護ケ

ア」(p. ～ )

E チームケアの重要性 a 在宅チームケアの意義 ：第 章E「在宅ケア」(p. ～ )

：第 章C「在宅ケア体制と看護活動」(p.
～ )

b 他職種との連携・協働 ：第 章「社会福祉と医療・看護― 連携をめ

ぐる課題」(p. ～ )

：第 章E「在宅ケア」(p. ～ )

：第 章C「在宅ケア体制と看護活動」(p.
～ )
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大項目 中項目 小項目 系統看護学講座の該当箇所

F ケアマネジメントと看

護の役割

a ケアマネジメントの概念 ：第 章A-「在宅ケアにおける看護の役割

とケアコーディネーション」(p. ～ )、第 章A-

「介護保険制度」(p. ～ )

：第 章 E-「ケ ア

マネジメント」(p. ～ )

：第 章A「ケアマネジメントとは」(p.
～ )

b ケアマネジメントの過程 ：第 章A--「ケアマネジャーの役割」

(p. ～ )

：第 章 E-「ケ ア

マネジメント」(p. ～ )

：第 章A「ケアマネジメントとは」(p.
～ )

c 社会資源の活用 ：第 章 E-「ケ ア

マネジメント」(p. ～ )

：第 章A「ケアマネジメントとは」(p.
～ )

d サービスの調整 ：第 章 E-「ケ ア

マネジメント」(p. ～ )

：第 章A「ケアマネジメントとは」(p.
～ )

e 介護保険との関連 ：第 章 E-「ケ ア

マネジメント」(p. ～ )

：第 章A「ケアマネジメントとは」(p.
～ )

目標 ．在宅における看護実践についての理解を問う。

大項目 中項目 小項目 系統看護学講座の該当箇所

在宅における

生活支援の方

法と技術

A 食 a 食事摂取能力のアセスメント ：第 章C-「食生活の援助」(p. ～

)、D-「経管栄養」(p. ～ )

b 摂食障害時の援助 ：第 章C-「食生活の援助」(p. ～

)、D-「経管栄養」(p. ～ )

：第 章B- -「在宅療法患者の栄養管理」(p.
～ )

c 嚥下障害時の援助 ：第 章C-「食生活の援助」(p. ～

)、D-「経管栄養」(p. ～ )

：第 章B- -「在宅療法患者の栄養管理」(p.
～ )

B 排泄 a 排泄障害のアセスメント ：第 章C-「排泄の援助」(p. ～ )、

D-「尿道カテーテルの留置と交換」(p. ～ )、

D-「膀胱洗浄」(p. )

b 排泄補助用具 ：第 章C-「排泄の援助」(p. ～ )、

D-「尿道カテーテルの留置と交換」(p. ～ )、

D-「膀胱洗浄」(p. )

c 尿失禁時の援助 ：第 章D「消化・排泄障害のある患者

の看護」(p. ～ )

：第 章C-「排泄の援助」(p. ～ )

d 便失禁時の援助 ：第 章D「消化・排泄障害のある患者

の看護」(p. ～ )

：第 章C-「排泄の援助」(p. ～ )

C 清潔 a 清潔のアセスメント ：第 章C-「清潔の援助」(p. ～ )

b 入浴 ：第 章C-「清潔の援助」(p. ～ )

c 清拭 ：第 章C-「清潔の援助」(p. ～ )

d 足浴 ：第 章C-「清潔の援助」(p. ～ )

e 口腔ケア ：第 章C-「清潔の援助」(p. ～ )

D 移動 a 日常生活動作 ADL>・手段的

日常生活動作 IADL>のアセ

スメント

：第 章C-「移動の援助」(p. ～ )、

C-「活動の援助」(p. ～ )、E「家庭における

リハビリテーション」(p. ～ )
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